
「自己調整」と「粘り強さ」の評価が
達成感のカギ！1

教師は、 教えたことができているかだけを捉えて評価

しても、 児童の自律性を育むことは難しいです。 児童が

自分の学習状況を把握して、 学習の進め方について試行

錯誤しながら自らの学習を調整 （自己調整） し、 目標の

達成に向かって粘り強く学んでいる姿を評価する場面

を工夫することが大切です。 それが児童の 「主体的に学

習に取り組む態度」 を養う基盤になり、 「もっとこうした

い！」 「次はできるかも！」 という意欲を高めることがで

きます。 それにより、 自分の目ざす姿に意識が 「集中」

し、 活動の中でそれを達成しようと 「熱中」 し、 自らワク

ワク感をもって 「夢中」 になっていく児童を育てたいも

のです。

 

「自己調整」「粘り強さ」を児童自らが
振り返る工夫2

① 「振り返りシート」での工夫
児童の主体性・自律性を育み、 それを高めるためには、

「振り返りシート」 の内容を検討し、 評価場面を工夫する

必要があります。 しかし、 その 「振り返りシート」 の中で、

時折次のような 「問いかけ」 を目にします。

・ 今日のペアワークは楽しかったですか？

・ 「振り返り」 を書きましょう！

このような 「問いかけ」 では、 到達目標が 「楽しければ

よい」 となってしまいます。 「書きましょう！」 とすると、

児童は何を書いてよいのかわかりません。

そこで、 育てたい児童の姿を想像し、 「学習課題」 や

児童それぞれの 「めあて」 をもとにした問いかけを設定

します。 その際、 「粘り強さ」 と 「自己調整」 の評価の観

点で工夫が必要になります。 例えば、 以下＜基本フォー

マット例＞の下線部分を、 実際の学習課題に置きかえる

ことで、 教科書の内容に合った具体的な問いかけが設定

できます。

< 基本フォーマット例＞ （本稿では、 以下の A の場合を

中心に紹介します。）

A �学習課題が 「〜を頑張ろう！ （～に挑戦しよう！）」

という場合の問いかけ　

▶ A-1:「粘り強さ」の評価につなげる
（以下点線部が重要な観点です。）

学習課題の達成のために、 自分なりにどんな頑張りがで

きたか、 くわしく説明してください。

▶ A-2：「自己調整」の評価につなげる
（以下波線部が重要な観点です。）

学習課題の達成のために、 友達の考えや発表のしかたで

どのようなところを取り入れ、 次の授業に生かしたいか、

具体的に教えてください。

B 自分の 「めあて」 を振り返る場合の問いかけ

【「自己調整・粘り強さ」の評価につなげる】
自分のめあてはどのくらい達成できたか、 説明してくだ

さい。 そのめあての達成のためにどんなことを頑張りた

いか、 教えてください。

『教育情報誌 学びのチカラ e-na!! vol. 7< 小学校版 >』(2024 年 10 月発行 ) に掲載されて

いる、「児童の『できた！』につなげる授業とは」の記事もあわせてご覧ください。

加瀬 政美 ( 千葉県旭市教育委員会 外国語教育アドバイザー )

児童の “smile”があふれる
指導の工夫 【第2回】

web 版はこちら

ONE
WORLD

小学校 英語

2024.11

児童の達成感につながる指導の工夫　その 2
ー振り返りシートの「問いかけ」の工夫ー



本資料は、文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき、
一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則り、配付を許可されているものです。

本社　〒 135-0063　東京都江東区有明 3-4-10　TFT ビル西館  
TEL：03-5579-6278（代表）
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/

こちらから弊社

小学校英語サイトに

アクセスできます。

② 教師からの問いかけの工夫の具体例
実際の授業の中では、 教科書そのままの表現をもとに、

児童にとってわかりやすく、 イメージしやすいような表現

に工夫することで、 教師の知りたい児童の姿がより具体

的に見てとれます。 『ONE WORLD Smiles 5』 （教育

出 版 ） Lesson 6 「Where do you want to go?」

の課末の振り返りのコーナー、 「Lesson 6 をふりかえろ

う」 の③と④の項目 （以下 「図」 参照） を例に、 問いか

けを設定してみましょう。

〇 ③の項目をもとにした問いかけの設定のしかた

③ �行ってみたい場所を考えて伝えたり、 たずねたりする

ことができた。

ここから読みとれる学習課題は、「行ってみたい場所
を考えて伝えたり、たずねたりすることができる。」 と

なります。 そこに 「粘り強さ」 の評価の観点を加える場

合、 ＜基本フォーマット例＞ A-1 から以下のような問い

かけができます。

【「粘り強さ」の評価につなげる問いかけ】
③ �行ってみたい場所を考えて伝えたり、 たずねたりする

ことができるようになるために、 自分なりにどんな頑

張りができたか、 くわしく説明してください。

〇 ④の項目をもとにした問いかけの設定のしかた

④ �話し手が話しやすいように聞き方をくふうしたり、 聞

き手にわかりやすいように話し方をくふうしたりした。

ここから読みとれる学習課題は、「話し手が話しやす
いように聞き方を工夫したり、聞き手にわかりやすいよ
うに話し方を工夫したりしよう。」となります。

そこに 「自己調整」 の評価の観点を加える場合、 ＜基

本フォーマット例＞ A-2 から以下のような問いかけがで

きます。

【「自己調整」の評価につなげる問いかけ】
④ �話し手が話しやすいように聞き方を工夫したり、 聞き

手にわかりやすいように話し方を工夫したりできるよ

うになるために、 友達の考えや発表のしかたでどのよ

うなところを取り入れ、 次の授業に生かしたいか、 具

体的に教えてください。

児童の具体的な学習活動への評価が、
達成感につながる3

振り返る対象が授業全体であれば、 ただの感想になっ

てしまいます。 「感想を書きましょう！」 という問いかけ

は控えましょう。 振り返りは、 個別の 「学習活動に対して

行うもの」 と考えるとよいでしょう。

さらに、 児童の学習している姿を具体的に示し、 それ

に焦点を当てましょう。 教師のその工夫で、 児童の主体

性 ・ 自律性を高めることができます。

加瀬 政美（かせ・まさみ）
2023 年より現職。千葉大学・東京女子大学
にて講師も務める。「先生も、児童も笑顔にな
れる授業」を目ざし、現場視点からの指導の
あり方について研究を重ねている。

Review
Lesson 6 5

Lesson 6をふりかえろう

1  行ってみたい場所やその理由の伝え方・たずね方を知り、
 聞いたり言ったりすることができた。

2  行ってみたい場所を伝えるための表し方を
 なぞり書きすることができた。

3  行ってみたい場所を考えて伝えたり、
 たずねたりすることができた。

4  話し手が話しやすいように聞き方をくふうしたり、
 聞き手にわかりやすいように話し方をくふうしたりした。

活動でくふうしたことや
気づいたこと、これからの
学習でいかしたいと
思ったことは何かな。

C G O Q I J U V M W E F

絵と合うものを選んで、 で囲
か こ

もう。2
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文の最後の上がり下がりに気をつけて聞いて、言ってみよう。3

アルファベットの読み方を聞きながら、形に注意して、大文字を書いてみよう。
〈おたがいに似

に

た形〉
1

75seventy-five図：5 年生 Lesson 6「Lesson 6 をふりかえろう」（p. 75）


